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検証項目（案） 具体的な施策内容や対策箇所 施策概要

①ＴＤＭ施策検討

• 渋滞回避マップの更新による時間分散
• 渋滞回避マップの更新
• マップ情報の広報展開（QRコード付きチラシ・HPの作成）

• 所要時間の情報提供による経路分散 • リアルタイム所要時間情報の提供（※）

②ピンポイント渋滞対策検討

• 国道１１号 徳島本町交差点 • 停止線前出しによる交差点のコンパクト化（令和７年１月実施予定）

• 国道５５号 立江川橋西詰交差点 • 国道５５号 南行きの右折レーン延伸（令和７年度実施予定）

• 県道１２０号徳島小松島線
津田本町四丁目交差点

• 検討中（※）
• 信号現示見直し（※）

③災害マネジメント検討 • 交通マネジメント合同訓練の実施
• 合同訓練の実施計画立案（※）
• 合同訓練の実施（徳島地区渋滞対策協議会として実施）（※）
• 課題のフィードバックと改良検討（徳島地区渋滞対策協議会として実施）（※）

④交通状況のモニタリング
• 最新の交通データを用いた旅行速度状況
の把握

• 徳島県内の直轄国道全線を対象とした旅行速度分布状況の把握
• 定量的・定性的評価による混雑箇所の把握（※）
• 道路利用者要望箇所等を対象としたピンポイント渋滞対策の実施（※）

▼今後の取り組み計画概要

※具体的な施策展開手法等検討中

【実施主体】 赤：徳島河川国道事務所、青：徳島県、緑：徳島県警

①・②徳島地区内の更なる渋滞対策の推進を図るべく、ハード・ソフト両面による渋滞対策を次年度以降も引き続き実施する。

③近年の激甚化・頻発化する災害に対し、発災後速やかに円滑な交通を確保するため、平時から交通マネジメントの構築が必要である。

発災後直ちに被災状況を踏まえた交通マネジメントを実施する体制を構築すべく、有事の際を想定した交通マネジメント合同訓練を検討する。

④主要渋滞箇所以外の交差点でも、通勤渋滞等、特定の時間帯に渋滞が発生している箇所が存在している他、道路利用者からも、主要渋滞箇所以
外の交差点に対する渋滞対策要望も挙げられている中、最新の交通データを用いた旅行速度分析を行い、交通状況のモニタリングを実施する。


